
平成２１年（２００９年）２月６日発行－５－　　（２１８号） 議 会 だ よ り

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
原
油
価
格
や
材
料
費
等
の
高

騰
で
中
小
企
業
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
自
民
党
の
金
融
ビ

ッ
ク
バ
ン
と
小
泉
改
革
で
ば
く
ち

の
よ
う
な
金
融
投
機
が
行
え
る
条

件
整
備
が
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
。
�
実
態
調
査
を
行
え
。

�
渋
谷
で
は
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
者

へ
価
格
高
騰
分
の
直
接
補
助
を
行

っ
た
。
国
分
寺
で
は
商
店
街
の
街

灯
電
気
代
の
全
額
補
助
を
行
っ
て

い
る
。
小
口
融
資
資
金
制
度
の
利

子
の
全
額
補
助
も
三
鷹
や
国
分
寺

で
は
行
っ
て
い
る
。
国
立
で
は
緊

急
事
業
融
資
条
件
を
改
定
し
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
。
他
市
で
行
っ

て
い
る
こ
れ
ら
の
支
援
を
行
え
。

　

市
長　

全
国
的
な
問
題
。
国
に

対
策
を
た
て
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

�
市
内
幼
稚
園
の
廃
園
が
予
定

さ
れ
て
い
る
通
り
に
な
る
と
、
半

分
以
上
の
幼
稚
園
児
が
市
外
の
園

に
通
う
こ
と
に
な
る
事
態
で
あ
る
。

行
政
と
し
て
の
責
任
が
果
た
せ
な

い
。
幼
稚
園
の
増
園
等
検
討
せ
よ
。

　

学
校
教
育
部
長　

公
立
幼
稚
園

設
置
の
計
画
も
廃
園
す
る
園
舎
を

借
用
し
て
新
設
す
る
計
画
も
無
い
。

幼
稚
園
が
減
少
し
て
お
り
保
護
者

の
方
も
心
配
さ
れ
て
い
る
と
想
像

し
て
い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て

も
何
か
よ
い
方
法
は
な
い
か
等
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　

村
山
秀
貴
（
小
金
井
民
主
党
）

　

�
青
少
年
問
題
協
議
会
が
調
査

し
た
市
内
の
小
・
中
学
生
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ
い
て
�
市
の

見
解
と
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
活
用
方
法
は
。
�
学
校
裏
サ
イ

ト
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
実
態
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

�
全
国
レ

ベ
ル
か
ら
比
較
す
れ
ば
利
用
状
況

は
低
い
が
万
全
を
期
す
た
め
に
も

家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
１
万
３
千
部
作
成
し

家
庭
や
学
校
で
配
布
し
た
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
現
在
の
と

こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
定
期

的
に
点
検
し
て
い
く
。

　

�
学
校
で
の
パ
ソ
コ
ン
教
育
の

取
組
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

総
合
学
習
や

技
術
家
庭
科
で
情
報
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
学
習
し
て
い
る
。
セ
イ
フ
テ

ィ
ー
教
室
で
も
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
。

　

�
業
者
や
近
隣
市
と
連
携
し　
１８

歳
未
満
が
使
う
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
の
パ
ソ
コ
ン

に
有
害
サ
イ
ト
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
（
閲
覧
制
限
）
導
入
を
義
務
づ

け
る
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

市
や
都
の

青
少
年
の
健
全
な
育
成
環
境
を
守

る
条
例
の
中
で
対
応
し
た
い
。
市

長
会
の
附
属
機
関
で
あ
る
青
少
年

対
策
連
絡
協
議
会
で
要
望
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
る
。

�
関
係
課
と
調
整
を
図
り
、
ど
う

連
携
し
て
い
く
か
を
検
討
す
る
。

　

�
ご
み
減
量
の
一
助
と
な
り
ま

す
。
更
な
る
「
マ
イ
箸
」・「
マ
イ

バ
ッ
ク
」
持
参
意
識
の
高
揚
を
図

っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
エ

コ
活
動
に
熱
心
な
東
小
金
井
北
口

商
店
会
作
成
の
組
み
立
て
式
マ
イ

箸
を
私
も
使
っ
て
ま
す
が
、
意
識

高
揚
の
た
め
の
市
の
考
え
は
。

　

環
境
部
長　

環
境
保
全
の
観
点

で
も
推
進
し
周
知
を
し
て
い
く
。

　

総
務
部
長　

環
境
に
配
慮
し
た

施
策
を
職
員
を
含
め
周
知
徹
底
し

て
い
き
た
い
。

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

�
子
育
て
を
応
援
す
る
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。
出
産
間
も
な
く

の
家
庭
、
特
に
出
産
女
性
に
と
っ

て
の
大
き
な
一
助
と
な
る
「
こ
ん

に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
を
、
今

ま
で
の
生
後　

日
未
満
の
乳
児
家

２８

庭
を
対
象
に
し
た
新
生
児
訪
問
制

度
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

�
児
童
虐
待
防
止
の
早
期
発
見
、

早
期
対
応
な
ど
の
対
策
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
「
こ
ん
に
ち
は
赤

ち
ゃ
ん
事
業
」
を
実
施
し
な
い
か
。

�
健
康
課
と
子
育
て
支
援
課
の
双

方
に
関
わ
る
内
容
で
、
課
を
越
え

た
取
組
と
し
て
の
考
え
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

�
健
康
課

で
や
っ
て
い
る
新
生
児
訪
問
事
業

を
再
構
築
し
て
、
実
施
し
て
い
く
。

り
、
５
年
を
目
ざ
す
が
、
５
年
で

建
設
す
る
の
は
難
し
い
。
�
場
所

は
別
に
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
は
研
究
す
る
。

　

�
金
融
不
況
の
影
響
で
今
後
５

年
く
ら
い
保
育
園
の
待
機
児
が
急

増
す
る
と
思
わ
れ
る
。
�
分
園
方

式
な
ど
臨
時
の
待
機
児
対
策
を
。

�
自
然
に
待
つ
の
で
は
な
く
、
積

極
的
な
保
育
事
業
者
の
参
入
策
を
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

�
保
育
マ

マ
の
拡
大
や
保
育
室
の
認
証
保
育

所
移
行
な
ど
行
い
た
い
。
�
土
地

の
確
保
な
ど
が
課
題
で
あ
る
。

　

市
長　

�
国
の
考
え
の
変
化
も

見
て
、
対
応
を
考
え
た
い
。

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
�
リ
ー
ス
庁
舎
の
契
約
更
新

交
渉
の
現
在
は
。
�
他
市
に
比
べ
、

同
単
位
で
清
掃
費
が
５
倍
な
ど
リ

ー
ス
庁
舎
の
共
益
費
は
高
い
。
市

長
は
適
正
な
価
格
と
い
っ
た
が
、

認
識
を
改
め
よ
。
�
来
年
か
ら
５

年
間
の
更
新
を
通
告
す
る
一
方
、

市
長
は
「
新
庁
舎
建
設
に
６
、
７

年
か
か
る
」
と
発
言
。
今
の
５
年

後
も
ま
た
更
新
し
、
リ
ー
ス
庁
舎

を
続
け
る
の
か
？
�
早
期
に
リ
ー

ス
庁
舎
を
脱
却
す
る
た
め
、
民
間

資
金
を
活
用
し
Ｐ
Ｆ
Ｉ
で
ジ
ャ
ノ

メ
跡
地
に
簡
素
な
庁
舎
の
建
設
を
。

　

総
務
部
長　

�
家
賃
は
２
・
１

％
引
き
下
げ
、
共
益
費
は
引
下
げ

で
交
渉
し
、
年
内
に
決
め
る
。

　

市
長　

�
ご
指
摘
の
と
お
り
で

あ
る
。
�
５
年
は
一
区
切
り
で
あ

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

市
役
所
版
の 

削
減
目
標
は
２
０

１
０
（
平
成　

）
年
４
千　

ト
ン

２２

６１９

と
し
て
い
る
が
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
排
出
予
測
量
は
千　

ト
ン
と

２００

膨
大
だ
。
地
球
環
境
問
題
に
逆
行

す
る
再
開
発
に
は
反
対
だ
が
、
せ

め
て 

は
削
減
し
た
い
。
�
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
着
工
・
開
設
の
予

CO２

CO２

定
。
�
排
出
予
測
の
稼
働
率
。
�

省
エ
ネ
法
で
着
工　

日
前
提
出
義

２１

務
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
算
書
に
は
市

が
責
任
を
持
つ
べ
き
。
�
そ
の
提

出
時
期
。
�
着
工
前
に
省
エ
ネ
対

策
の
第
３
者
チ
ェ
ッ
ク
を
。

　

市
民
部
長　

�
平
成　

年
秋
着

２１

工
、　

年
の
早
い
時
期
開
設
。
�

２３

　

％
。
�
質
問
通
告
で
初
め
て
法

６７令
を
確
認
。
内
容
把
握
は
ま
だ
。

　

文
化
施
設
開
設
担
当
課
長　

�

施
工
者
の
都
市
機
構
が
平
成　

年
１９

２
月
に
街
区
全
体
で
提
出
。
�
オ

ー
プ
ン
し
て
か
ら
検
討
し
た
い
。

　

�
人
権
政
策
と
し
て
性
的
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
理
解
と
支
援
を
。

　

企
画
政
策
課
長
補
佐　

男
女
平

等
基
本
条
例
で
市
民
を
性
的
指
向

等
に
か
か
わ
ら
ず
と
定
義
。
人
口

の
４
％
の
割
合
と
さ
れ
て
い
る
。

　

広
報
秘
書
課
長　

同
性
愛
、
両

性
愛
、
非
性
愛
等
へ
の
差
別
・
偏

見
・
社
会
的
不
利
益
が
あ
る
。
国

の
人
権
週
間
・
強
調
事
項
に
も
あ

り
人
権
担
当
と
し
て
取
り
組
む
。

移転が予定される市立けやき保育園

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
景
気
の
後
退
と
諸
物
価
高
騰

の
中
、
市
民
生
活
へ
の
支
援
を
求

め
る
。
�
生
活
保
護
世
帯
へ
の
一

時
金
支
給
を
復
活
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
生
活
保
護
申
請
を
き
ち
ん

と
受
け
付
け
る
べ
き
。
�
失
業
者

へ
の
相
談
窓
口
の
設
置
、
都
の
緊

急
対
策
も
活
用
し
て
雇
用
創
出
と

生
活
就
労
支
援
を
実
施
し
な
い
か
。

�
介
護
施
設
や
障
害
者
施
設
へ
の

ガ
ソ
リ
ン
代
や
食
材
料
費
の
助
成

を
求
め
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
一
時
金
は

廃
止
し
自
立
支
援
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
。
申
請
を
受
け
付
け
る
の
は

当
然
で
あ
る
。
�
生
活
安
定
事
業

の
窓
口
を
中
心
に
対
応
し
た
い
。

制
度
の
内
容
も
見
直
し
て
い
き
た

い
。
�
事
業
者
の
話
を
聞
き
対
応

し
て
い
く
。

　

�
け
や
き
保
育
園
の
移
転
に
つ

い
て
の
計
画
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

明
ら
か
に
し
、
利
用
者
の
声
を
反

映
さ
せ
待
機
児
解
消
な
ど
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
充
実
を
求
め
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

現
在
地
か

ら
南
東
、
Ｊ
Ｒ
高
架
事
業
の
資
材

置
場
に
、
同
程
度
の
面
積
で
移
転

さ
れ
る
。
保
護
者
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
保
育

の
充
実
は
検
討
し
た
い
。
平
成　
２５

年
開
所
を
考
え
て
い
る
。

　

企
画
政
策
課
長　

複
合
施
設
と

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

中
小
企
業
を
守
る
取
組
を

中
小
企
業
を
守
る
取
組
を

廃
園
続
く
幼
稚
園
対
策
を

廃
園
続
く
幼
稚
園
対
策
を

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
」を

事
業
」を
実
施
し
な
い
か

実
施
し
な
い
か景

気
後
退
の
中
、
市
民
生
活

景
気
後
退
の
中
、
市
民
生
活

へ
の
支
援
を
求
め
る

へ
の
支
援
を
求
め
る

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

再
開
発
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

再
開
発
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

のの 

大
幅
カ
ッ
ト
を

大
幅
カ
ッ
ト
を

COCO２２

リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
脱
却
を

リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
脱
却
を

市民のくらしを支える商店街と中小企業

いつまでも高額の税金
をつぎ込むのか


